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　9月19日、午前10時から例祭（秋季

祭）が斎行され、午後2時半から歌舞伎

舞台をステージに第13回神賑祭が開

催されました。真田陣太鼓の迫力ある演

奏が境内に響き、ダンシング谷村の「もの

まねパフォーマンス＆爆笑トークショー」の

笑いで盛り上がりました。

延喜式内名神大社延喜式内名神大社



延喜式内名神大社　生島足島神社便り平成28年10月 第45号 （2）

　
九
月
十
九
日
、
県
神
社
庁
か
ら
神
社
本
庁
献
幣
使
と
し
て
、
長
野
県

神
社
庁
副
庁
長
　
御
嶽
神
社
宮
司
　
滝
和
人
様
が
参
向
さ
れ
、
総
代
や

崇
敬
者
ら
参
列
の
も
と
、
御
本
社
で
例
祭
が
厳
粛
に
催
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
二
時
半
か
ら
は
境
内
の
歌
舞
伎
舞
台
を
ス
テ
ー
ジ
に
神
賑
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
神
賑
祭
は
大
地
と
太
陽
に
生
き
る
喜
び
と
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
祭

典
と
し
て
第
十
三
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
回
は
第
一
部
本
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
日
の
本
一
の
兵
　
真

田
信
繁
の
生
涯
を
描
く
『
真
田
丸
』
放
送
中
に
伴
い
、「
真
田
陣
太
鼓
保

存
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
迫
力
あ
る
演
奏
が
境

内
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　
第
二
部
は
綾
小
路
き
み
ま
ろ
公
認
の
一
番
弟

子
「
ダ
ン
シ
ン
グ
谷
村
」
に
よ
る
も
の
ま
ね
爆

笑
ス
テ
ー
ジ
で
境
内
は
集
ま
っ
た
三
百
名
の
聴

衆
の
笑
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

例
祭
・
第
十
三
回

　
　
　「
神
賑
祭
」が
斎
行
さ
れ
る

▼献幣使　御嶽神社　滝宮司の祭詞奏上

▶横山、蒲原巫女による
「豊栄の舞」を奉納する

▶第13回神賑祭が
　午後2時半から、
　池内宮司代務者、
　依田総代長の
　あいさつで
　開演されました。

▲第一部　 真田陣太鼓では「出陣」「佐助」「真田丸」の
　３曲を総勢20名の方々で演奏されました。

第二部　綾小路きみまろ公認！「ダンシング谷村」の「ものまねパ
フォーマンス＆爆笑トークショー」ではオープニングから①チャン
ピョン（谷村新司）②昴/スバル（谷村新司）などに続き、サライ
（谷村新司）④さそり座の女（美川憲一）⑤チャコの海岸物語（サ
ザンオールスターズ）⑥みちのく一人旅（山本譲二）⑦待っている
女（五木ひろし）⑧夜空（五木ひろし）⑨襟裳岬（森進一）⑩お嫁
サンバ（郷ひろみ）⑪ギンギラギンにさりげなく（近藤真彦）など
などの他、最後に「綾小路きみまろ」のものまねトークショーで会
場はおおいに盛り上がりました。



延喜式内名神大社　生島足島神社便り第45号 （3） 平成28年10月

駐
車
場
の
一
部
、

 

舗
装
整
備
さ
れ
る

新
人
紹
介巫女

　
樋
口 

真
衣
さ
ん

㊤各　駐車場のライン　㊦各種　指定標識

　
今
年
の
四
月
よ
り
巫
女
と
し
て
御
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
樋
口
真
衣
と
申
し
ま
す
。

　
こ
こ
塩
田
の
手
塚
で
生
ま
れ
育
ち
、お
宮
参
り
や
七
五
三
な

ど
成
長
と
共
に
、生
島
足
島
神
社
に
は
お
世
話
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。そ
ん
な
地
域
に
慣
れ
親
し
ま
れ
た
神
社
に
御
奉
仕
出
来
る

と
い
う
事
は
私
に
と
っ
て
、と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　
働
き
始
め
て
半
年
経
ち
、御
柱
大
祭
や
神
事
、結
婚
式
な
ど

に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ

と
も
多
い
の
で
、皆
様
に
御
指
導
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、日
々
学

び
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。神
社
地
域
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
に
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
七
月
二
十
六
日
、深
夜
か
ら
未
明
に
か
け
て
、駐
車
場
東
側
入

口
の
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
ガ
ラ
ス
が
何
者
か
に
割
ら
れ
て
し
ま
う
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。犯
人
は
い
ま
だ
に
不
明
の
ま
ま
で
す
。

　9月中旬、割られたガラス

は新しいガラスに組み替え

られ安全に使用できるよう

になりました。

　去る七月上旬に警察の方からも「こ

の近郊には防犯カメラが設置されてい

るところが一つも無い」と設置を打診さ

れ、設置を検討。ポケモンGOも配信さ

れるなど、近所迷惑防止も図る旨、境

内内に八ヶ所設置する事とし、下旬か

ら本格的に稼働するようになりました。

駐
車
場
入
口
の

電
話
ボ
ッ
ク
ス
の

　ガ
ラ
ス
破
損
被
害
に
遭
う
！

県
道
、
上
田
原
方
面
を
望
む

防犯灯も新たに設置し
暗かった駐車場も明るくなりました。

神社境内に防犯カメラ設置



　　
書
家
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
詩
人
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
通
し
て
、

命
や
愛
、
和
に
つ
い
て
問
い
か
け
る
表
現
を
興
し
て
い
る
。

　
十
二
年
間
続
け
た
剣
道
を
礎
に
、
道
の
探
究
と
し
て
書
を
媒

体
に
し
て
い
る
。

　
大
書
揮
毫
の
姿
や
、
作
品
に
は
武
道
の
精
神
が
流
れ
る
。

　『
和
』
の
自
然
観
が
平
和
へ
の
糸
口
に
な
る
の
で
は
？
と
、
下

積
み
時
代
よ
り
神
社
や
仏
閣
に
て
精
神
性
や
所
作
、
教
え
を
学

ん
で
き
た
。

　
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
に
て
個
展（
２
０
１
３
）が
話
題
を
呼
び
、ロ
イ
タ
ー

通
信
が
取
材
。
S
N
S
に
て一
日
で
９０
ヶ
国
に
書
の
揮
毫
動
画
が

シ
ェ
ア
さ
れ
る
。

　
在
ア
メ
リ
カ
日
本
国
大
使
館
や
セ
ン
ト
ピ
ー
タ
ー
ズ
バ
ー
グ
大
学

で
は
日
本
代
表
と
し
て
展
示
会
（
２
０
１
４
）、
現
代
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
大
書
揮
毫
を
披
露
（
２
０
１
５
）。
感
動
で
涙
す
る
人

も
多
い
。

　
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
や
、
電
通

ア
メ
リ
カ
に
も
作
品
が
所
蔵

さ
れ
た
。

　
現
在
は
、
世
界
中
の
文
化

を
吸
収
し
な
が
ら
世
界
観
を

研
鑽
し
、
国
境
や
人
種
を
こ

え
た
ア
ー
ト
の
在
り
方
を
模

索
し
て
い
る
。

　
六
月
十
二
日
（
日
）
午
前
九
時
こ
ろ
か
ら
書
道
家
「
杉
田
廣
貴
」
氏
が
来
社
さ
れ
、
神
楽
殿
に
お
い
て
大

書
揮
毫
。
演
題
は
「
愛
」
の
一
文
字
で
事
前
に
リ
ハ
ー
サ
ル
さ
れ
、
十
時
半
か
ら
奉
納
の
清
祓
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
列
二
十
名
が
見
守
る
中
、「
愛
」
の
文
字
三
枚
を
体
全
体
を
使
っ
て
書
き
上
げ
十
一
時

か
ら
御
本
社
へ
正
式
に
お
祓
い
と
「
書
」
の
奉
納
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

杉
田
廣
貴
氏 

　大
書
揮
毫
御
本
社
奉
納

す
ぎ
　
た
　
こ
う
　
き

た
い  

し
ょ   

き   

ご
う

▲神楽殿へ参進

▲神楽殿で
　清祓い

◀「
愛
」
　大
書
揮
毫
　三
枚
を
奉
納

L
o
v
e  

L
i
f
e 

P
e
a
c
e

　　　　　　　（
愛 

命 

和
）を
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
活
動

注）揮毫（きごう）＝揮毫とは、毛筆で何か言葉や
　　文章を書くこと、「毫（ふで）を揮（ふる）う」
　　から、この語がある。
注）研鑽（けんさん）＝学問を深く研究すること。

延喜式内名神大社　生島足島神社便り平成28年5月 第45号 （4）



延喜式内名神大社　生島足島神社便り第45号 （5） 平成28年10月

　
七
月
三
十
日
（
日
）
生
島
足
島
神
社
祇
園

祭
が
盛
大
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
八
時
か
ら
子
供
神
輿
の
安
全
清
祓
式

の
後
、
子
安
社
の
前
で
小
学
生
の
子
供
た
ち

が
学
年
別
に
記
念
写
真
。
舞
い
込
み
の
練
習

を
し
ま
し
た
。

　
午
前
九
時
、
二
手
に
分
か
れ
子
供
み
こ
し

が
出
発
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
非
常
に
暑
く
時
々
、
日
陰
を
探
し
て
休
憩
し
な
が
ら
舞
い

込
み
い
た
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
舞
姫
た
ち
３
名
は
十
一
時
十
五
分
か
ら
「
浦
安
の
舞
」

を
神
楽
殿
で
厳
か
に
奉
納
し
ま
し
た
。

　
下
之
郷
三
頭
獅
子
舞
は
午
後
二
時
半
に
神
楽
殿
に
お
い
て
奉
納

さ
れ
、
大
人
神
輿
は
午
後
四
時
か
ら
、
出
発
し
ま
し
た
が
、
途
中

で
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
大
事
に
至

ら
ず
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

祇
園
祭

◀
子
供
み
こ
し
清
め
祓
い
式

▲しものごう敬老園へ舞い込み

▲舞い込みの練習

▲神楽殿にて御本社と
　諏訪社への獅子舞いを奉納 ▲午後２時半から三頭獅子舞い奉納

▲子供みこし舞い込み

▲「浦安の舞」を神楽殿で奉納



延喜式内名神大社　生島足島神社便り平成28年10月 第45号 （6）

四
　
月
　
　
　
　
　

四
　
月
　
　
一
日
　
四
月
月
次
祭

四
　
月
　
十
六
日
　
御
柱
大
祭
　
宵
宮
祭

　
　
　
　
十
七
日
　
　
　
　
　
　
本
大
祭

　
　
　
　
十
八
日
　
　
　
　
　
　
奉
建
祭

　
　
　
　
　
　
　
　

四
　
月
二
十
一
日
　
浅
間
社
例
祭

四
　
月
二
十
九
日
　
昭
和
祭

五
　
月
　

五
　
月
　
　
一
日
　
五
月
月
次
祭

五
　
月
　
　
十
日
　
山
宮
社
例
祭

五
　
月
　
十
五
日
　
神
社
消
防
隊
ポ
ン
プ
操
法

　
　
　
　
　
　
　
　
防
火
放
水
訓
練

　
　
　
　
　
　
　
　
・
A
E
D
講
習

御柱大祭

横
山
正
直
氏
、
斎
藤
正
彦
氏
、

連
合
大
会
に
お
い
て
永
年
勤
続
表
彰
状
を
受
け
る

山宮社例祭

第67回全国植樹祭

神社消防隊ポンプ操法

い
ま
ま
で
の
祭
事・行
事

六
　
月

六
　
月
　
　
一
日
　
六
月
月
次
祭

六
　
月
　
　
五
日
　
第
六
十
七
回
全
国
植
樹
祭
県
民
植
樹
行
事

　
　
　
　
　
　
　
　
東
信
ブ
ロ
ッ
ク
　
於 

東
山
自
然
運
動
公
園

六
　
月
二
十
五
日
　
御
歳
代
田
作
り
　

六
　
月
二
十
八
日
　
第
七
十
一
回
長
野
県
神
社
庁
上
小
支
部
・

　
　
　
　
　
　
　
　
長
野
県
神
社
総
代
会
上
小
支
会
連
合
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
於 

青
木
文
化
セ
ン
タ
ー 

六
　
月
　
三
十
日
　
御
歳
代
種
蒔
神
事
並
祇
園
天
王
降
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
六
月
の
大
祓
式
（
夏
越
の
祓
）

　
六
月
三
十
日
夕
刻
、「
夏
越
の
祓
」
茅
の
輪
く
ぐ
り
の
神

事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
半
年
間
の
罪
や
け
が
れ
を
祓
い
清
め
る
儀
式
で
家
族
連
れ

を
は
じ
め
約
150
人
が
参
集
。
形
代
（
か
た
し
ろ
）
と
呼
ば
れ

る
人
形
（
ひ
と
か
た
）
に
罪
や
け
が
れ
を
移
し
祓
い
の
後
、

参
列
者
は
暑
さ
厳
し
い
夏
を
乗
り
切
る
た
め
、
古
式
に
の
っ

と
り
茅
の
輪
を
左
、
右
、
左
と
８
の
字
に
３
回
く
ぐ
り
、
夜

７
時
半
こ
ろ
の
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

夏
越
の
祓

　
　
　
「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」

夏越の祓　神事

夏越の祓　神事　祝詞口上夏越の祓　神事　祝詞口上

茅の輪くぐりを行う参列者

し
が
つ
の
つ
き
な
み
さ
い

あ
さ
ま
し
ゃ
れ
い
さ
い

ご
が
つ
の
つ
き
な
み
さ
い

や
ま
み
や
し
ゃ
れ
い
さ
い

ろ
く
が
つ
の
つ
き
な
み
さ
い

み

と

し

ろ

た

づ

く

り

み
と
し
ろ
た
ね
ま
き
し
ん
じ
な
ら
び
に
ぎ
お
ん
て
ん
の
う
お
ろ
し
の
み
ま
つ
り

ろ
く
が
つ
の
お
お
は
ら
え
し
き
（
な
ご
し
の
は
ら
え
）



延喜式内名神大社　生島足島神社便り第45号 （7） 平成28年10月

七
　
月

七
　
月
　
　
一
日
　
七
月
月
次
祭

七
　
月
二
十
七
日
　
下
之
郷
三
頭
獅
子
総
見

七
　
月
三
十
一
日
　
祇
園
祭
　
子
供
神
輿
浦
安
の
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
下
之
郷
三
頭
獅
子
舞
奉
納
奉
告
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
大
人
神
輿
　

八
　
月

八
　
月
　
　
一
日
　
八
月
月
次
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
御
歳
代
植
苗
祭

九
　
月

九
　
月
　
　
一
日
　
九
月
月
次
祭
　
田
面
神
事

八幡社例祭

い
ま
ま
で
の
祭
事・行
事

九
　
月
　
　
九
日
　
第
五
十
回
全
国
神
社
総
代
会
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
於
岐
阜
県

九
月
　
　
十
五
日
　
八
幡
社
例
祭
　

　
　
　
　
　
　
　
　
※ 

旧 

敬
老
の
日

九
　
月
　
十
九
日
　(

御
本
社)

例
祭
　
神
賑
祭

他
に
も
、
東
信
各
地
域
の
高
校
・
小
中
学
校
・

保
育
園
・
幼
稚
園
の
生
徒
・
児
童
の
皆
さ
ん
が

必
勝
祈
願
・
遠
足
等
で
参
拝
に
訪
れ
ま
し
た
。

九
月
　
二
十
五
日
　
総
代
会
研
修
旅
行

　
　
　
二
十
六
日
　
伊
勢
神
宮
参
拝
　
　

田面神事

お
し
ら
せ

神
社
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
Q
R
コ
ー
ド
を
載
せ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

し
ち
が
つ
の
つ
き
な
み
さ
い

ぎ
お
ん
さ
い(

ぎ
お
ん
ま
つ
り
）

し
も
の
ご
う
み
か
し
ら
し
し
ま
い
ほ
う
の
う
ほ
う
こ
く
さ
い

は
ち
が
つ
の
つ
き
な
み
さ
い

み
と
し
ろ
し
ょ
く
び
ょ
う
さ
い

く
が
つ
の
つ
き
な
み
さ
い

　

      

た
の

も

し

ん
じ

は
ち
ま
ん
し
ゃ
れ
い
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　れ
い
さ
い

　
　
　し
ん
し
ん
さ
い

祇園祭
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体

育

の

日

 

十   

月
　
　
十
日
（
月
）

文

化

の

日

 

十
一
月
　
　
三
日
（
木
）

勤
労
感
謝
の
日
　
十
一
月
二
十
三
日
（
水
）

天
皇
誕
生
日   

十
二
月
二
十
三
日
（
金
）

祝
祭
日
に
は

　
　
国
旗
を
掲
げ
ま
し
ょ
う

　
季
節
の
変
わ
り
目
と
な
っ
て
来
ま
し
た

が
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に
は
御
身
体
を
崩

さ
ぬ
様
、
御
健
康
で
有
ら
れ
る
事
を
お
祈
り

致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
広
報
部
）

編
集
後
記

編
集
後
記

じ
ゅ
う
が
つ
の
つ
き
な
み
さ
い

み

と

し

ろ

い

ね

か

り

 
(

ぬ

い

ぼ

)

じ
ゅ
う
い
ち
が
つ
の
つ
き
な
み
さ
い

み

い

し

ん

じ

か

み

み

い

さ

い
・
し

も

み

い

さ

い

お
う
つ
り
し
ん
じ 

（
す
わ
さ
ま
せ
ん
ざ
さ
い
）

お
こ
も
り
さ
い

こ
や
す
し
ゃ
れ
い
さ
い

し
ん
こ
く
か
ん
し
ゃ
さ
い (

に
い
な
め
さ
い
）

じ
ゅ
う
に
が
つ
の
つ
き
な
み
さ
い

て
ん
ち
ょ
う(

せ
つ)

さ
い

じ
ゅ
う
さ
ん
し
ゃ
れ
い
さ
い

こ
し
ん
さ
つ 

(

し
ん
ぷ
し
ゅ
さ
つ)

し
ょ
う
の
う
し
き

じ
ゅ
う
に
が
つ
の
お
お
ば
ら
え
し
き   

（
し
わ
す
の
は
ら
え
）

え
つ
ね
ん
じ
ょ
や
さ
い 

新年1月中　執行しております

十
　
月

十
　
月  
　 
一
日
　
十
月
月
次
祭

十
　
月
二
十
二
日
　
御
歳
代
稲
刈
り(

抜
穂)

十
　
月
二
十
六
日
　
第
七
十
一
回
長
野
県
神
社
庁
・
長
野
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
社
総
代
会
連
合
大
会 

於 

穂
高
会
館

十
一
月

十
一
月
　
　
一
日
　
十
一
月
月
次
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
神(

御)

井
神
事

　
　
　
　
　
　
　
　
上
神(

御)

井
祭
・
下
神(
御)
井
祭

　
〃
〜
下
旬
ま
で
　
第
七
回
生
島
足
島
神
社
菊
花
展

十
一
月
　
　
三
日
　
御
移
神
事
（
諏
訪
様
遷
座
祭
）

　
　
　
〃
　
　 

　  

御
籠
祭（
〜
四
月
十
三
日
ま
で
）

十
一
月
　
　
四
日
　
子
安
社
例
祭

十
一
月
　
十
五
日
　
七
五
三
本
日

十
一
月
二
十
三
日
　
新
穀
感
謝
祭(

新
嘗
祭
）※ 

勤
労
感
謝
の
日

十
二
月

十
二
月
　
　
一
日
　
十
二
月
次
祭

十
二
月
二
十
三
日
　
天
長(

節)

祭 

※
天
皇
誕
生
日

十
二
月
二
十
五
日
　
十
三
社
例
祭

十
二
月
三
十
一
日
　
古
神
札(

神
符
守
札)

焼
納
式

　
　
　
〃
　
　
　
　
十
二
月
の
大
祓
式（
師
走
の
祓
）

　
　
　
〃
　
　
　
　
越
年
除
夜
祭

こ
れ
か
ら
の
主
な
祭
事・行
事

御本社においての初宮詣・
七五三詣。随時承り中

安産や、お子さんの成長を
お守りされる子安社

名
入
れ
福
だ
る
ま

予
約
受
付
中

名
入
れ
福
だ
る
ま

予
約
受
付
中

　
初
宮
詣
や
七
五
三
詣
は
お
子
さ
ん
の
健
や

か
な
無
事
成
長
を
感
謝
・
祈
る
大
切
な
儀
式

で
す
。

　
人
間
の
一
生
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
大
切
な

節
目
の
年
が
あ
り
ま
す
が
、
七
五
三
も
お
子

さ
ん
に
と
っ
て
大
切
な
人
生
儀
礼
で
す
。

　　
初
宮
詣
・
七
五
三
詣
の
ご
祈
願
は
、
午
前

9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。

　
神
職
が
お
祓
い
を
し
て
、
神
様
に
祝
詞
を

奏
上
致
し
ま
す
。
そ
の
後
、
福
鈴
の
振
り
幣

を
受
け
、
お
子
さ
ん
ご
自
身
に
玉
串
を
捧
げ

ご
拝
礼
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。所
要
時
間
は

約
十
五
分
で
す
。

　・
貸
衣
装
、
記
念

撮
影
は
神
社
写
真

室
「
夢
う
さ
ぎ
」

を
ご
利
用
で
き
ま

す
。

　
日
頃
の
ご
協
力
に
感
謝
を
込
め
て

新
年
福
だ
る
ま
を
御
祈
祷
、
御
神

札
・
福
銭
と
と
も
に
お
頒
ち
致
し
ま

す
。
予
約
ご
希
望
の
方
は
十
二
月
八

日
ま
で
に
神
社
・
広
報
部
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
生
島
足
島
神
社
で
は
「
福
だ
る
ま
」
及
び

「
招
き
猫
」の
取
り
扱
い
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
神
社
の｢

福
だ
る
ま
」｢

招
き
猫
」
は
大

変
御
利
益
が
あ
り
ま
す
。

　
清
祓
い
を
致
し
「
魔
」
を
祓
っ
て
「
幸
と
福
」

を
招
く
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
か
ら

十
五
日
ま
で
毎
日
名
入
れ
福
だ

る
ま
を
予
約
受
付
中
で
す
。

安
産
・
七
五
三

　随
時
受
け
付
け
中

安
産
・
七
五
三

　随
時
受
け
付
け
中


